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雪の圧力で窓が破壊されるのを防ぐため「雪囲い」が設置されていた。
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　 「避難されている方々の声」は今号で掲載する

　　 予定でしたが都合により次号に変更します。

　掲載変更につきお詫び申し上げます。昨年９月、12月、今年

１月と福島県内の仮設住宅を巡回訪問して避難されている方々の

様々な話を伺って参りました。また、支援ホットラインを通じて

相談に応じてきました。その中で、避難されている他の人々の声

を聞いてみたいとの要望が多々ありました。そこで、今までの群

馬司法書士会の支援活動の中で記録してきた「声」を皆様にお届

けしたいと思います。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　を特集いたします。
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　会津若松市を中心とした仮設住宅巡回訪問に神戸から 12 人の司法書士が参加しました。

コメントが寄せられましたので、以下にご紹介します。

　＊　東日本大震災での仮設住宅の世帯構成がどのようになっているのかは、まだ判らない

が、世帯を一人暮らし、夫婦のみ、夫婦と子、その他の４種類にわけると、おそらく最も

多いのが一人暮らしの世帯であろう。阪神淡路大震災での仮設住宅の世帯構成が３次にわた

り調査されているが、３次調査の時点でも一人暮らし世帯が 40％を超え（１次 44％、２次

48％）、ついで夫婦のみが 25％強（１次 28％、２次 26％）となっている。この調査結果か

ら想定すると、東日本大震災での仮設住宅の世帯構成は、阪神淡路大震災のそれより、一人

暮らし世帯の比率が高いであろう。さらに深刻なのは、一人暮らしをしているのは、そのほ

とんどが高齢者であるということである。世帯の中にパソコン等を使ってインターネット上

の情報を収集できる方がいる場合は、その世帯の方々は、ある程度の情報を持っているとい

える。しかし、一人暮らしの高齢者は、その術がなく高齢者の中でも比較的気力のある方々

だけが、たまに開かれる集会等に参加して最低限の情報を得られるのみであろう。今回訪問

した世帯の中でも、情報量の格差は、今後さらに広がるのではないかと感じた。情報不足は

孤立化を招くことになる。東日本大震災後の仮設住宅での孤独死問題は、阪神淡路大震災後

のデータを無駄にすることなく、国をあげて今すぐに実効性のある対策を打ち出さなければ

ならない問題である。

　＊　福島から神戸に帰ってきて、報道されている福島の印象と実際に見た福島の印象が異

なっているように感じた。報道のされ方も、どこか、違っている気がしてならない。阪神淡

路大震災の時、私は、多くの家が壊れ、赤い紙や黄色い紙が貼れたところを目の当たりにし

た。電気は、すぐに復旧したが、水の出ない日は続いた。近所の公園や体育館は、仮設住宅

が建設されたり、避難所となった。けれども、次第に、壊れていた家が修理され、水が出る

ようになり、学校が再開されていった。復興も感じることができた。それに何より、私には、

帰る場所があった。今回、福島で仮設住宅に住んでいる方の多くは、帰る場所がないのであ

る。一体、何をよりどころに、復興していけばいいのだろうか。それを思うと息が詰まって

しまう。精神的に、経済的に、体力的に、弱っている人は、声（こうしてほしいというよう

な主張）を挙げることができない。このことは、短いながらも司法書士として相談を受けて

いく中で実感している。だからこそ、被災者の声を聞き、それを、大きな声にして、日本中

に届けていかなければならないと感じている。

　＊　阪神淡路大震災から 17 年、神戸の町は一応復興したように見えるが、まだまだ、様々

な問題を抱えている。でも、あの時全国から寄せられた様々な支援は、今も忘れることは出

来ない。福島の仮設住宅を巡っていて常に考えていたことは、震災を経験した我々がしなけ

ればならないこと、震災を経験したからこそ出来ることは何かにということだった。

　　　手を繋ぎ　雪を溶かして　道開く　切ないものが　重く沈みぬ

阪神淡路大震災を経験した司法書士が

群馬の司法書士と支援活動を共にする


